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21
世
紀
を
担
う
人
材
育
成
「
海
外
体
験
学
習
」
を
振
り
返
る

今年度の中学生海外体験学習が、12月23日(土)～30日(土)の７泊８日の日程で行わ
れ、当町の研修生４名は病気等のトラブルもなく元気に帰国しました。
六ヶ所村の生徒と合同（合同での実施は13回目）で実施された今回の体験学習は、前

回に引き続きアメリカ・カリフォルニア州での実施となりました。
１月27日(土)には六ヶ所村で合同の報告会が開催され、ホームステイ先での様子や

現地の中学生との交流などを通して感じた文化の違いなど、体験を振り返り、研修生
たちは「本場のクリスマスが体験できてよかった」、「ホストファミリーがとても親切
にしてくれた」、「貴重な経験ができた」、「またアメリカに行きたい」などとスピーチし
ていました。

研
修
会
の
様
子
（
写
真
左
）

報
告
会
の
様
子
（
写
真
右
）

町の位置…北緯41°4′50″東経141°15′7″
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４人が見た「アメリカ合衆国」は？ ～報告会のスピーチより～

僕が今回の海外派遣体験学習で学んだ「日本との違い」は２つありま
す。
１つ目は食文化の違いです。特に食べる量や調味料の違いなどが、

今まで日本の食文化にしか触れてこなかった僕にはとても大きな衝撃
でした。
２つ目は他人との距離感の違いです。アメリカの人たちは社交的で

人見知りの僕でもすぐに仲良くなることができました。
とても良い経験をすることができました。矢澤 仁之

私が海外体験学習を通して学んだ事は「伝える」という大切さです。
英語で伝えるのはすごく楽しいことでもあり、難しいことでもあり

ます。だから英語では伝えることが難しい表現でも身振り手振りを
使って伝えることが大切だと思いました。
また、私がホームステイ先で感じたことは自分たちから話しかける

ことが笑いあえることにつながることです。言葉足らずな英語でも何
か伝えようとしているのだなとホストファミリーが理解してくれて、
伝え合おうとするだけで笑顔になると感じました。
海外体験学習で学んだことを学業や日常につなげていきたいです。

蛯澤 葵海

私が海外体験学習で学んだことの一つ目は、文化の違いです。特に
クリスマスの過ごし方の違いに驚きました。何日もかけてパーティを
したり豪華なお肉料理がたくさん準備されていたり全てに驚きました。
二つ目は、コミュニケーションを取る大切さです。私は比較的、英語

もコミュニケーションを取ることも苦手です。しかし、ホストファミ
リーと会話をしていくうちに英語をペラペラ話すだけではなくジェス
チャーやリアクションをしっかり取り、自分の気持ちを伝える事が大
切だと学びました。
沢山の経験ができてとても楽しかったです。

對馬 瑠華

私は海外体験学習で学んだ事が２つあります。
１つ目は自分の気持ちをしっかりと伝えることです。反応しないと

会話が続かなくなるからです。
２つ目は自分から進んでやる気持ちです。私は海外体験のとき、進

んで行動することを目標にしていました。自分から行動することで、
いろいろな経験ができ、沢山のことを学ぶことができました。
私は海外体験で自主的な意識と、家族や周りの人への感謝を大切に

することが大事だと思いました。西濵 望愛

町の面積…東西12㎞ 南北23㎞ 126.38㎢
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ふれあいセンターにおいて、「令和５年度文化・スポーツ賞授与式」が行われ、文化・スポーツ
分野において優秀な成績を収めた11個人と４団体、計46名が表彰を受けました。
会場からは各受賞者へ大きな拍手が送られました。
受賞された方々は次のとおりです。（敬称略）

令和５年度横浜町文化・スポーツ賞授与式

■令和５年度 文化奨励賞（個人）
No 氏 名 所 属 受 賞 理 由

１ 秋
あき

田
た

陽
はる

妃
ひ 横浜中学校

３年 ◇第70回野辺地地区少年防犯弁論大会 第１位

２ 畑
はた

中
なか

心
ここ

海
み 横浜中学校
３年(現高１) ◇第72回社会を明るくする運動作文コンテスト あすなろ理事長賞

■令和５年度 スポーツ指導者賞
No 氏 名 所 属 受 賞 理 由

１ 森
もり

慶
けい

太
た 横浜中学校

教諭

令和３年度横浜中学校赴任、野球部顧問就任。令和５年度より六ヶ所村
立第一中学校及び六ヶ所村立第二中学校との合同チームとなり、監督を務
める。横浜中学校生徒のみならず、他校生徒の指導及び育成に貢献した。

◇令和５年度上北地方中体連新人大会 優勝（30年ぶり）
◇第38回青森県中学校新人野球大会 優勝（初）

２ 増
ます

田
た

友
ゆう

希
き 横浜中学校

教諭

令和３年度横浜中学校赴任、バドミントン部顧問就任。２年連続中体連
団体やシングルス優勝のほか、各種大会で２、３位入賞選手を多く輩出す
る等、生徒の指導及び育成に貢献した。

◇第52回上北地方中学校体育大会新人大会 団体優勝
◇第73回上北地方中学校体育大会夏季大会 団体優勝
◇第51回上北地方中学校体育大会新人大会 女子シングルス優勝

町章… ｢よこはま｣の｢よ｣を図案化。大小の円は｢円満･団結･平和｣
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■令和５年度 スポーツ賞（個人）
No 氏 名 所 属 受 賞 理 由

１ 大
おお

沢
さわ

暖
のん

乃
の 青森西高等

学校２年

◇令和５年度特別国民体育大会東北ブロック大会 兼 第50回東北総合体
育大会 第３位
◇県民共済カップ第76回全日本バレーボール高等学校選手権大会 青森県
代表決定戦 優勝

２ 小
お

川
がわ

慎
のり

学
みち むつ工業高

等学校２年

◇令和５年度青森県秋季ローイング選手権大会 男子舵手付きクォドルプ
ル 優勝
◇第38回東北高等学校選抜ボート大会 男子舵手付きクォドルプル
第２位

３ 鳥
とり

谷
や

部
べ

聡
そう

汰
た むつ工業高

等学校２年
◇令和５年度青森県秋季ローイング選手権大会 男子ダブルスカル
第２位

４ 小
お

川
がわ

悠
ゆう

人
と 田名部高等

学校３年
◇第61回東北高等学校フェンシング選手権大会
学校対抗男子 第３位

■令和５年度 スポーツ奨励賞（個人）
No 氏 名 所 属 受 賞 理 由

１ 杉
すぎ

山
やま

龍
りゅ

太
うた

郎
ろう 横浜中学校

３年
◇第74回上北地方中学校体育大会夏季大会 陸上競技
共通男子400m 第１位 54秒27

２ 髙
たか

木
ぎ

智
とも

太
た 横浜中学校

１年
◇第52回上北地方中学校体育大会新人大会 陸上競技
１年男子走幅跳 第１位 4m41

３ 小
こ

西
にし

栞
かん

那
な 横浜中学校
３年(現高1)

◇JOCジュニアオリンピックカップ第36回全国都道府県対抗中学バレー
ボール大会 青森県選抜選手

■令和５年度 スポーツ奨励賞（団体）
No 団 体 名 代表者名 氏名 受 賞 理 由

１ 横浜スポーツ
少年団野球部 西濵 敬寿

森川 凌芽・西濵 悠聖
濱谷 勘太・外井洸太朗
鳥山 瑛登・山道 一心
秋田 智紀・鳥山 駿
深澤 脩哉・千葉 巧
沖津 智貴・鳥浜 日向
橋本 龍馬・菊地 遥希
澤谷 雄士 計15名

◇第54回青森県少年軟式野球大会（小学生
の部）むつ支部予選大会 優勝
◇第20回むつ軟式野球連盟会長旗争奪少年
軟式野球大会 兼 第21回東北少年新人軟
式野球大会むつ支部予選大会 学童の部
優勝
◇第21回東北学童軟式野球新人大会青森県
予選大会 第３位

２
横浜町スポーツ
少年団

バレーボール部
森川 絵莉香

川崎 椿月・坂下 空桜
菊地 莉名・森川 恋芯
菊地 香帆・杉山彩唯璃

計６名

◇第45回木村杯小学生バレーボール大会
兼 第43回むつ下北小学生バレーボール秋
季大会 優勝
◇第35回むつ下北小学生バレーボール大会
５年生大会 優勝

３ 横浜中学校
野球部 小比類巻 英夫

森川 周祐・小関 唯楓
若佐 泰河・小川 彰太
横川 圭祐・澤谷 将向
矢澤 仁之・澤谷 優柾

計８名

◇第38回青森県中学校新人野球大会 優勝
◇令和５年度上北地方中学校体育大会新人
大会 優勝

４ 横浜中学校
バドミントン部 小比類巻 英夫

秋田 麻耶・蛯澤 葵海
對馬 瑠華・西濵 望愛
田村 彩菜・森川 有紗

計６名

◇第52回上北地方中学校体育大会新人大会
バドミントン競技 第１位

町章… ｢よ｣の先端 将来への限りない躍進･発展(昭和45年９月制定)
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厄払い
今年度も桧木八幡神社において、「厄払い」が行われました。雪がちらつく中、各年代の男女

約50名が神社を参拝し、久しぶりの仲間たちと、再会を喜び合っていました。

新春郷土芸能発表会 0444
横浜町ふれあいセンターにおいて、新春郷土芸

能発表会 2024が開催されました。浜田神楽会の
「つきあげ三番叟」に始まり、横浜町の歴史と地
誌を語る会や南部手踊り保存会などが全16演目を
披露しました。
訪れた観客からは、久しぶりの開催を喜ぶ声が

聞かれていました。

横浜小学校で原子力防災教室が開催されました
横浜小学校において、町職員による原子力防災教室が

全校児童を対象に開催されました。
今年度は「放射線」をテーマに、放射線は自分たちの

身近にあることや、原子力災害が発生した場合に放射線
から身を守るためにはどうすればいいか、といった内容
について触れました。
講話後に児童からは、「放射線はどんな種類があるの

か」、「放射線が付きにくい服はあるのか」など様々な質
問が寄せられていました。

町の花…｢なの花｣ 町の鳥…｢浜チドリ｣ 町の木…｢つきけやき｣(昭和61年９月制定) 町の魚…｢横浜なまこ｣(平成４年12月制定)
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横浜小学校（佐伯仁校長）は、ＰＴＡや横浜小学校地
域協働本部、横浜中学校と協力、連携し、伝統芸能「も
ちつき踊り」の継承、農業・漁業体験、海岸清掃など、
地域教材を活かした体験教育を長年、継続して実施して
きたことが認められ、上北管内小学校で初となるキャリ
ア教育に係る文部科学大臣賞を受賞されました。
令和６年１月25日(木)東京都で授賞式が行われ、佐伯

校長が代表で出席されました。
２月１日(木)教育委員会を訪れ、佐伯校長、佐藤加奈美横浜小ＰＴＡ会長、濱谷浩二地域協働

本部会長が受賞の喜びと感謝を述べ、教育長へ報告されました。
佐伯校長は、「本受賞は、地域や保護者等のご支援・ご協力のお陰と感謝している。今後も、子

どもたちが、地域や郷土へ親しみと愛着をもてる、また夢をもって主体的に歩むことができるよ
う、地域とともに学校教育活動に尽力していきたい」と表明されました。

横浜小学校 キャリア教育に係る文部科学大臣賞を受賞

令和５年度冬期数学講習会を開催～～
ふれあいセンターにおいて、参加を希望した横浜

中学校３年生を対象に数学講習会が行われ、各日17
名程が参加しました。
講師は、小中学校にて教員の授業改善や学習上の

アドバイス等を行っている学力向上指導員の工藤正
彦先生が務め、主に高校入試に向けての対策や演習、
個別指導を行いました。
冬休み最後の一週間を、生徒は自ら意欲的に学習

に取り組み、頑張っていました。
工藤先生からは、「少しでも数学の知識・技能や考え方を伸ばすことができるよう色々な工夫

を取り入れて子どもたちの力になりたい」と話していました。

永きにわたる保護司活動に尽力された功労により、野辺
地地区保護司会横浜町支部の鎌田登美子さんが、法務大臣
表彰を受賞されました。
同氏は、平成18年から保護司とし委嘱され、18年間にわ

たりご活躍されています。
保護司は罪を犯した人の更生の援助や犯罪を予防するこ

とを主な役割とし、法務大臣から委嘱され、ボランティア
で活動しています。今後も罪を犯した人たちの更生に力添
えをお願いします。

保護司の鎌田登美子さんが法務大臣表彰を受賞

町民の誓い…青い海、緑と花を愛します(昭和50年９月制定)
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横浜町民生委員・児童委員の若佐豊利さん（浜田地区担当）は、平成10年から民生委員・児童
委員として活動し、地域住民のまとめ役となり地域貢献をしてきました。その功績が認められ、
民生委員・児童委員功労表彰として、全国社会福祉協議会会長より表彰されました。

若佐豊利さんが全社協会長表彰（民生委員・児童委員功労）を受賞

二木きみ子さんが全国民事連会長表彰
（民生委員・児童委員功労者表彰）を受賞
横浜町主任児童委員の二木きみ子さんは、平成13年から主任児童

委員として横浜町の児童福祉や支援活動を専門的に担当し、活動し
てきました。その功績が認められ、民生委員・児童委員功労者表彰
として、全国民生委員児童委員連合会会長より表彰されました。

「横浜町あんしん見守り活動に関する協定」を締結しました
町内の高齢者や子どもの見守り態勢に協力してもらう協定締結式が

行われ、石橋町長と佐川急便株式会社北東北支店岩崎支店長が協定書
に署名しました。
協定書では、通常業務の範囲内で高齢者や子どもを見守り、異変を

察知した場合には、町地域包括支援センターに連絡。緊急性がある場
合は、警察署や消防署へ通報することや認知症高齢者の行方不明の情
報を得た際には通常業務の中で周囲の捜索に協力することが明記されています。
町長は、「協定は安心して暮らせる地域社会の実現に大きく寄与する」とあいさつされ、岩崎

支店長は、「地域社会の発展に貢献できる企業として努力する」と述べられました。

令和６年能登半島地震に係る支援職員派遣4～04～0
「令和６年能登半島地震」に係る青森県支援団第３班として、横浜町から総務課の中山湧介主
事が富山県射水市に派遣され、主に罹災証明発行支援（家屋調査）業務に当たりました。

派遣先から帰庁後の２月１日(木)行われた報告会で、中山主事
は「地域住民や現地職員の方々には疲労も見え、少しでも今回の
派遣で力になれたことは良かったと思いました。」と報告。報告
を受け石橋町長は「この経験は、これからの業務遂行に必ず役に
立つことと思います。以後この経験を大事にして頑張っていた
だきたい。」と伝えました。

自衛官募集相談員の委嘱状交付式が行われました
横浜町役場応接室において、自衛官募集相談員の委嘱状交

付式が執り行われました。
相談員の任期は２年間で、三國行雄さん（12回目）と柏谷茂

晴さん（13回目）が引き続き委嘱され、自衛官募集相談員とし
て協力していただけることとなりました。

町民の誓い…健康な心と体をつくります(昭和50年９月制定)
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故 秋田義美さん（鶏沢）「旭日単光章」受章
元横浜町議会議員 故 秋田義美さん（鶏沢）が、令和５年12月１日閣議決定、及び天皇陛下

のご裁可を賜り「旭日単光章」が叙勲され、ご自宅において、石橋勝大町長より長男の秋田正明
さんに勲章及び勲記が伝達されました。伝達を受け、ご遺族を代表し正明さんは「今回の受章は、
故人はもとより、遺族としても誠に身に余る光栄であり、父も喜んでいることと思います。これ
も故人存命中、町民の皆様方の温かいご指導やご支援の賜と衷心より感謝いたします。」と謝辞
を述べられていました。
◆主な経歴
・横浜町議会議員
平成７年４月から平成27年４月（５期20年間）

・横浜町議会総務教育常任委員会委員長
平成15年５月から平成19年４月（１期４年間）

・横浜町議会広報編集委員会委員長
平成23年５月から平成27年４月（１期４年間）

・横浜町農業委員会委員
昭和47年７月から昭和50年７月（１期３年間）

令和５年度横浜町子ども議会を開催しました！
町議会議場において子ども議会が開催され、

横浜小学校の６年生28名が議員となり、７つの
グループごとに一般質問を行いました。
一般質問では、ショッピングモールをつくる

ことや三保野公園にキャンプ場をつくること、
また、介護従事者への補助についてなどが提案
されていました。
子ども議会は、児童が横浜町のまちづくりに

関心を深めるために行っており、また、今後の
まちづくりの参考にすることも目的として実
施しています。

子ども議会についての詳細は、４月１日発行予定の子ども議会だよりに掲載します。

吹越新生クラブ（会長 尾見隆士）は吹越老人クラブ会館にお
いて、冬季間恒例のトランプ大会を開催しました。今年は、個人
戦の「ストップ」で一喜一憂し、昼食をはさみ和気あいあいと交
流を深めました。（写真は、２月８日の２回目の様子）
結果は、次の通りでした。
Ａチーム １位 浜辺きみ ２位 林百合子

３位 一戸稲子
Ｂチーム １位 林 孝男 ２位 杉山シミエ ３位 尾見隆士
吹越新生（老人）クラブでは、今後も会員をふやしグランドゴルフ大会やキノコの栽培などを

通して、地域とのつながりをもちながら生活し、生きがいづくり・健康づくり・仲間づくりに努
めていきたいと思っています。

トランプ大会で交流！

町民の誓い…時間ときまりを守ります(昭和50年９月制定)
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◆実施期間 ４月２日(火)～５日(金)、４月１６日(火)～１９日(金)、
５月８日(水)～１０日(金)、６月４日(火)～７日(金) ※計１５日間

◆運休列車 工事期間中は概ね午前８時～午後３時までの上下６本の列車を運休します。
なお、運休となる列車の代行輸送は実施しません。

大大 昼間集中工事の実施に伴う大湊線の運休について

列車種別 列車番号 発駅・発時刻 着駅・着時刻 備 考
普通 223D 野辺地駅 8：06発 大湊駅 9：08着

快速しもきた 3225D 野辺地駅 10：22発 大湊駅 11：13着 ※
普通 229D 野辺地駅 13：00発 大湊駅 14：02着

（下り）

（上り）

※八戸駅～野辺地駅間(青い森鉄道線)は運転します。

列車種別 列車番号 発駅・発時刻 着駅・着時刻 備 考
快速しもきた 3228D 大湊駅 10：22発 野辺地駅 11：13着 ※
快速しもきた 3230D 大湊駅 11：48発 野辺地駅 12：39着
普通 234D 大湊駅 14：13発 野辺地駅 15：14着

人権擁護委員及び行政相談員の
◆行政相談委員（行政が行う仕事についての苦情・意見等） ◆人権擁護委員（人権に関する相談）
○若佐 昭男（三保野154番地4） ○若佐 昭男（三保野）
ＴＥＬ ７８－３７６２ ○上野 洋子（幸町）
○総務省青森行政監視行政相談センター ○杉山 昌志（緑町）
ＴＥＬ ０５７０－０９０－１１０
◆みんなの人権１１０番 ＴＥＬ ０５７０－００３－１１０ ◆子どもの人権１１０番
◆女性の人権ホットライン ＴＥＬ ０５７０－０７０－８１０ ＴＥＬ ０１２０－００７－１１０

むつ小川原港洋上風力発電事業 環境影響評価方法書 縦覧についてのお知らせ
むつ小川原港洋上風力開発株式会社が計画する「むつ小川原港洋上風力発電事業 環境影響評価方法書」について、以下のとおり
縦覧及び説明会を開催いたします。
◆対象事業の名称 むつ小川原港洋上風力発電事業
◆対象事業実施区域 青森県上北郡六ヶ所村むつ小川原港 港湾区域内
◆種類及び規模 風力（洋上）、最大240,000kW
◆縦覧の場所・時間 横浜町役場１階ホール(土・日・祝日を除く開庁時) ◆電子縦覧 http://m-powd.jp
◆縦覧期間 ３月１日（金）～４月１日（月）
◆意見書の提出 方法書について環境保全の見地からのご意見をお持ちの方は、書面に氏名、住所及びご意見(日本語)をご記入のう
え、令和６年４月15日(月)までに縦覧場所に備え付けの意見書箱に投函頂くか、問い合わせ先へ郵送ください（当日消印有効）。
◆説明会の日時 ３月１８日（月） 18：30～20：00 ◆場所 横浜町ふれあいセンター 大集会室
◆お問合せ ◇むつ小川原港洋上風力開発株式会社(担当/川本)

〒039-1162 青森県八戸市豊洲３番地25号 北日本海事興業㈱事務所内
電話 080-8202-5462、FAX 0178-20-9909、Email k.kawamoto@m-powd.jp

「（仮称）東通白糠風力発電事業 環境影響評価方法書」の縦覧及び説明会について
東通村において株式会社岡山建設が計画している風力発電事業に関して、環境影響評価の調査、予測及び評価の手法をとりまとめ
た「環境影響評価方法書」を以下の通り縦覧し、説明会を開催いたします。
◆縦覧書類 （仮称）東通白糠風力発電事業 環境影響評価方法書
◆対象事業実施区域 青森県下北郡東通村大字白糠
◆縦覧場所 横浜町役場１階ホール（土、日、祝日を除く開庁時）
◆縦覧期間、意見書受付期間 ２月２０日（火）～４月５日（金）の役場開庁時
※環境影響評価方法書について、環境の保全の見地からのご意見をお持ちの方は、書面に住所・氏名・意見（意見の理由を含む）を
ご記入のうえ、意見受付終了日までに、縦覧場所に備え付けの意見書箱にご投函頂くか、下記のお問い合わせ先へご郵送ください（当
日消印有効）。
◆環境影響評価方法書についての説明会 ◇日時 令和６年３月９日（土） 10：00～11：00

◇場所 浜田生活改善センター（青森県上北郡横浜町字林尻76-1）
◆お問合せ ◇株式会社岡山建設 〒039-3215 青森県上北郡六ヶ所村大字倉内字笹崎1050番地1

電話 0175-74-2325 (担当)電力事業部 松橋

町民の誓い…だれにでも親切にします(昭和50年９月制定)
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～ 町民図書館かの ～

書 名 著 者

知りたいこと図鑑 = A Beautiful Book of
Enchanting Insights みっけ/著

バチカンの狂気:「赤い権力」と手を結ぶキリスト教 ジェイソン・モーガン/著

イーロン・マスク 上 ウォルター・
アイザックソン/著

イーロン・マスク 下 ウォルター・
アイザックソン/著

老いも孤独もなんのその「ひとり老後」の知恵袋 保坂隆/著

由美かおるブリージング・レッスン:人生100年
時代を生き抜くための神呼吸術 由美かおる/著

白崎茶会 植物生まれの気楽なおやつ〜卵、
小麦粉、乳製品を使わないやさしいレシピ 白崎裕子/著

魔女に首輪は付けられない 1 夢見夕利/著

花を育ててみたいのですが。:枯らさないコツ、
花屋が教えます 花福こざる/著

SLAM DUNK:新装再編版 #11 井上雄彦/著

SLAM DUNK:新装再編版 #12 井上雄彦/著

SLAM DUNK:新装再編版 #13 井上雄彦/著

SLAM DUNK:新装再編版 #14 井上雄彦/著

SLAM DUNK:新装再編版 #15 井上雄彦/著

大谷翔平の言葉:圧倒的な力で世界を切り拓く 桑原晃弥/著

言語の本質:ことばはどう生まれ、進化したか 今井むつみ;
秋田喜美/著

世界でいちばん透きとおった物語 杉井光/著

リラの花咲くけものみち 藤岡陽子/著

ハチ公ものがたり 綾野まさる/著

おくり絵師 森明日香/著

喫茶おじさん 原田ひ香/著

毎日簡単!イラストおかず:グラタン皿一枚で
できる手間いらずレシピ

河村通夫;
若杉佳子/著

じい散歩 （文庫版） 藤野千夜/著

じい散歩 [2] 藤野千夜/著

ベスト・エッセイ = THE BEST ESSAY 2023 日本文藝家協会/編

面白すぎて誰かに話したくなる紫式部日記（※１） 岡本梨奈/著

無人島のふたり:120日以上生きなくちゃ日記 山本文緒/著

窓ぎわのトットちゃん 新組版 黒柳徹子/著

窓ぎわのトットちゃん 続 黒柳徹子/著

銀河鉄道の夜―ますむらひろし賢治シリーズ① ますむら ひろし/著

東京都同情塔（※２） 九段理江/著

ともぐい（※２） 河﨑秋子/著

【一般図書】 【児童図書】
書 名 著 者

図書館たんけん 2 藤田利江/監修

だいじょうぶだよ、ゾウさん ローレンス・
ブルギニョン/

とことんざんねんないきもの事典 : おもしろい!進化のふしぎ 今泉忠明/監修

さかなくん（※３） しおたに まみこ/著

マーシャとくま2:さかなつり オオカミと
おおさわぎ 寺田真央/構成・文

天空の城ラピュタ 徳間アニメ絵本;3 宮崎駿/原作

へいわとせんそう たにかわ しゅんたろう/文

ナマケモノヨガ 新井洋行/作;
近藤麻智子/ヨ

そらの100かいだてのいえ = A sky house of
100 stories いわい としお/作

トップ・シークレット(3) 難攻不落の
部門試験!

あんのまる/ 作;
シソ/絵

銭天堂:ふしぎ駄菓子屋 18 廣嶋玲子/
作;jyajya /絵

まちのおばけずかん:マンホールマン
［どうわがいっぱい;137］

斉藤洋/作;
宮本えつよし/絵

げっし〜ず:みんなちがうけど、みんな
なかよし

しまだ よしなお/著;
しろい おもち/絵

Life（ライフ）（※４） くすのき しげのり

大ピンチずかん ２ 鈴木のりたけ

パンどろぼうとほっかほっカー（※５） 柴田ケイコ/作

やぎさんのさんぽ（※５） juno/作

メメンとモリ（※５） ヨシタケ シンスケ/作

パンダのおさじとフライパンダ（※５） 柴田ケイコ/作

壁抜け男:エーメショートセレクション
世界ショートセレクション;13 マルセル・エーメ

※順不同

町民図書館に、町民リクエストを含む新着図書52冊を入荷し
ました。◆今期の新着図書は、下半期の芥川賞および直木賞受
賞作品（※２）のほか、入荷待ちとなりやすい人気作品が中心
となり、一般図書は、『窓ぎわのトットちゃん』シリーズ、健康
や料理を中心とした実用書や１月スタートのNHK大河ドラマ
『光る君へ』の主人公紫式部にちなんだ作品（※１）を中心に
入荷しました。◆また、児童図書では、発売前の重版が決定さ
れた『大ピンチずかん２』や第16回MOE絵本屋さん大賞2023各
賞の４作品（※５）、青森県在住の絵本専門士さん推薦図書（※
４）、そして、人気作家しおたにまみこさんの作品（※３）など、
児童図書は広い年齢層で楽しめる作品が並びました。◆まだま
だ凍てつく日々もありますが、春待ち時間を利用して、自分や
大切な家族への一冊を見つけてみませんか？ ◆次回新着情報
は、令和６年５月頃を予定しています。◆次回入荷図書の選定
にむけて、町民リクエストも募集しています。
お気軽にお問い合わせください。☎0175-78-6100

町民の誓い…常に学ぶことに努めます(昭和50年９月制定)
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税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

に
対
し
て
、
給
付
金
を
支
給
し
ま

す
。

◆
給
付
額

１
世
帯
当
た
り
10
万
円

◆
対
象
と
な
る
世
帯

令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で
横

浜
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
世
帯

全
員
の
令
和
５
年
度
分
住
民
税
所

得
割
が
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
者
の

み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
（
住
民
税

非
課
税
世
帯
を
除
く
）

※
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
者
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扶
養
親
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み
か
ら
な
る
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対
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◆
手
続
方
法

対
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な
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均
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世
帯
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援

給
付
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支
給
要
件
確
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書
」
を
送

付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
載

し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
信

し
て
く
だ
さ
い
。

※
返
信
が
な
い
場
合
は
、
本
給
付

金
の
受
給
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
３
月
中
旬
に
確
認
書
を
発
送
し

ま
す
。
対
象
者
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
３
月
下
旬
時
点
で
確
認
書

が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
役
場

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限

５
月
31
日
(金
)ま
で

（
消
印
有
効
）

◆
お
問
合
せ

◇
横
浜
町
役
場

福
祉
課

TEL
（
78
）
２
１
１
１
（
内
２
２
３
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物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏

ま
え
、
対
象
世
帯
へ
の
給
付
加
算

（
こ
ど
も
加
算
）
を
行
い
ま
す
。

◆
給
付
額

児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円

◆
対
象
と
な
る
世
帯

「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
低

所
得
世
帯
支
援
給
付
金
（
１
世
帯

当
た
り
７
万
円
）」
ま
た
は
「
物
価

高
騰
対
応
重
点
支
援
均
等
割
の
み

課
税
世
帯
支
援
給
付
金
（
１
世
帯

あ
た
り
10
万
円
）」
を
受
給
し
た

世
帯
で
、
令
和
５
年
12
月
１
日
時

点
で
18
歳
以
下
の
児
童
（
平
成
17

年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降
の
児

童
）
が
い
る
世
帯
。

※
令
和
５
年
12
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
児
童
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
基
準
日
に
施
設
に
入
所
し
て
い

る
児
童
は
対
象
外
で
す
。

◆
手
続
方
法

①
「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
低

所
得
世
帯
支
援
給
付
金
（
１
世
帯

当
た
り
７
万
円
）」
を
受
給
済
み

で
、
当
該
給
付
金
の
該
当
と
な
る

方
に
は
、
３
月
中
旬
に
「
お
知
ら

せ
」
を
郵
送
し
ま
す
。
記
載
内
容

に
変
更
が
な
い
方
は
申
請
不
要
で

す
。

②
「
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
均

等
割
の
み
課
税
世
帯
支
援
給
付
金

（
１
世
帯
あ
た
り
10
万
円
）」

の
対
象
と
な
る
世
帯
で
、
当
該
給

付
金
の
該
当
と
な
る
方
に
は
「
低

所
得
世
帯
の
子
育
て
世
帯
支
援
給

付
金
支
給
要
件
確
認
書
」
を
送
付

し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
載
し
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
信
し
て

く
だ
さ
い
。

※
返
信
が
な
い
場
合
は
、
本
給
付

金
の
受
給
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
３
月
中
旬
に
確
認
書
を
発
送
し

ま
す
。
対
象
者
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
３
月
下
旬
時
点
で
確
認
書

が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
役
場

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

③
令
和
５
年
12
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
児
童
や
、
住
所
が
横
浜
町

に
な
い
児
童
を
扶
養（
別
居
監
護
）

し
て
い
る
場
合
、
申
請
が
必
要
で

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
申
請
期
限

５
月
31
日
(金
)ま
で

（
消
印
有
効
）

◆
お
問
合
せ

◇
横
浜
町
役
場

福
祉
課

TEL
（
78
）
２
１
１
１
（
内
２
２
３
）



















































福
祉
課
介
護
・
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
菜
の
花
に
こ
に
こ
セ

ン
タ
ー
か
ら
、
横
浜
町
役
場
本
庁

舎
へ
移
転
し
ま
す
。
移
転
に
伴

い
、
窓
口
の
場
所
や
電
話
番
号
が

変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
町
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
移
動
日

４
月
１
日
よ
り

◆
移
転
後
の
住
所

横
浜
町
字
寺
下
35
番
地

◇
横
浜
町
役
場

福
祉
課

TEL
（
78
）
２
１
１
１

FAX
（
78
）
２
１
１
８























左
記
の
日
程
で
行
政
懇
談
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
行
政
懇
談
会
で
は
、
令
和
６

年
度
の
主
要
事
業
な
ど
を
ご
説
明

し
た
後
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
等
に
よ
り
、
開
催
を

中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
北
地
区

◇
日
時

３
月
19
日
(火
)

午
後
６
時
30
分
～

◇
場
所

有
畑
町
内
会
館

◆
本
町
地
区

◇
日
時

３
月
21
日
(木
)

午
後
６
時
30
分
～

◇
場
所

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◆
南
地
区

◇
日
時

３
月
22
日
(金
)

午
後
６
時
30
分
～

◇
場
所

南
地
区
老
人
憩
い
の
家

◆
お
問
合
せ

◇
横
浜
町
役
場

総
務
課

TEL
（
78
）
２
１
１
１
（
内
３
２
８
）

町の位置…北緯41°4′50″東経141°15′7″
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毎
年
の
自
動
車
税
種
別
割
の
納

税
通
知
書
は
、
原
則
と
し
て
そ
の

年
の
４
月
１
日
現
在
の
運
輸
支
局

に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
（
車
検

証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
）
に

お
送
り
し
て
い
ま
す
。

お
引
越
し
な
ど
で
住
所
が
変

わ
っ
た
場
合
は
、運
輸
支
局
で「
車

検
証
の
住
所
の
変
更
登
録
」
を
忘

れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

変
更
登
録
を
し
て
い
た
だ
く
と
、

自
動
車
税
種
別
割
の
納
税
通
知
書

も
変
更
後
の
住
所
に
送
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
住
民
票

の
異
動
手
続
き
だ
け
で
は
車
検
証

の
住
所
は
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
。

や
む
を
得
ず
、
令
和
６
年
３
月

末
日
ま
で
に
車
検
証
の
住
所
の
変

更
登
録
が
で
き
な
い
場
合
は
、
電

話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
、
上
北
地

域
県
民
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
届
出
さ

れ
る
場
合
に
必
要
な
様
式
は
、
青

森
県
庁
㏋
に
あ
る
「
県
税
・
市
町

村
税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
内

の
「
自
動
車
税
種
別
割
住
所
変
更

届
」
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、青
森
県
庁
㏋
に
あ
る
｢青

森
県
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
」

内
の
「
自
動
車
税
住
所
変
更
届
」

か
ら
も
新
し
い
住
所
の
届
出
が
可

能
で
す
。



































験










験


学










学










仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

国
税
専
門
官
は
、
国
の
財
政
を

支
え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、
税

務
署
等
に
お
い
て
、調
査
・
徴
収
・

検
査
や
指
導
な
ど
を
行
う
税
務
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

◆
受
験
資
格

１
．
平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

２
．
平
成
15
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
方
で
次
に
掲
げ
る
も
の

(１
)大
学
（
短
大
を
除
く
。）
を
卒

業
し
た
者
及
び
令
和
７
年
３
月

ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
方

(２
)人
事
院
が
（
１
）
に
掲
げ
る

付
加
保
険
料
を
支
払
っ
た
月
数
に

２
０
０
円
か
け
た
金
額
が
、
年
間

支
給
額
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
手

続
き
を
し
た
月
か
ら
の
加
入
と
な

り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
場
合
は

早
め
の
加
入
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

※
付
加
年
金
の
支
払
期
限
は
、
毎

月
の
保
険
料
と
同
じ
。

※
老
齢
年
金
受
給
者
・
国
民
年
金

基
金
加
入
者
・
第
３
号
被
保
険

者
・
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

を
免
除
さ
れ
て
い
る
方
は
加
入

不
可
。
申
込
み
は
役
場
町
民

課
、
ま
た
は
む
つ
年
金
事
務
所

で
お
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
年
金
基
金

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
る
全
国

国
民
年
金
基
金
と
、
同
じ
職
種
の

方
が
加
入
で
き
る
職
能
型
国
民
年

金
基
金
が
あ
り
ま
す
。
加
入
・
納

付
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
全
国
国

民
年
金
基
金
ま
た
は
事
業
者
団
体

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ

◇
横
浜
町
役
場

町
民
課

TEL
（
78
）
２
１
１
１
（
内
２
３
６
）

◇
む
つ
年
金
事
務
所

TEL
０
１
７
５
（
23
）
７
９
５
５

者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
方

◆
受
験
申
込
受
付
期
間

２
月
22
日
(木
)か
ら
３
月
25
日

(月
)ま
で

◆
受
験
申
込
方
法

受
験
申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
込
み
と
し
ま
す
。

◇
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

N
A
V
I（
https://w
w
w
.jinji.go.

jp/saiyo/saiyo.htm
l）

◆
第
１
次
試
験
日

５
月
26
日
(日
)

◆
試
験
に
関
す
る
お
問
合
せ
先

◇
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係

TEL
０
２
２
‒
２
６
３
‒
１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
６
）

◇
人
事
院
東
北
事
務
局

TEL
０
２
２
‒
２
２
１
‒
２
０
２
２









を










を
















第
１
号
被
保
険
者
が
将
来
受
け

取
る
年
金
額
を
増
や
し
た
い
場

合
、
付
加
年
金
ま
た
は
国
民
年
金

基
金
に
加
入
す
る
２
つ
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
に
加

入
し
て
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全

額
「
所
得
控
除
」
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

◆
付
加
年
金

付
加
年
金
に
加
入
す
る
と
、
毎

月
の
保
険
料
に
付
加
保
険
料
（
４

０
０
円
）
が
加
わ
り
ま
す
。
こ
の

◆
お
問
合
せ

・
自
動
車
税
種
別
割
に
つ
い
て

◇
上
北
地
域
県
民
局
県
税
部

納

税
管
理
課

TEL
０
１
７
６
（
22
）
８
１
１
１

（
内
線
２
１
１
～
２
１
４
）

FAX
０
１
７
６
（
22
）
８
１
３
５

・
自
動
車
の
登
録
手
続
き
に
つ
い
て

◇
東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局

TEL
０
５
０
‒
５
５
４
０
‒
２
０
０
８

◇
東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局

八
戸
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

TEL
０
５
０
‒
５
５
４
０
‒
２
０
０
９







































◆
新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
さ
れ
た
方
の
保
険
料
の
納

め
方
に
つ
い
て

保
険
料
は
年
金
か
ら
の
天
引
き

（
特
別
徴
収
）
が
原
則
で
す
が
、

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
さ
れ
た
方
は
年
金
か
ら
の
天

引
き
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
時
間
が

か
か
る
た
め
、
加
入
当
初
は
納
付

書
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま

で
国
民
健
康
保
険
税
（
料
）
を
口

座
振
替
で
納
め
て
い
た
方
も
、
改

め
て
手
続
き
が
必
要
で
す
。

◆
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め
ま

し
ょ
う

保
険
料
の
納
付
に
お
困
り
の
方

は
市
町
村
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
災
害
に
よ
り
住
宅
等
に
著
し

く
損
害
を
受
け
た
り
、
世
帯
主
の

収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合
な

ど
、
保
険
料
の
減
免
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
を

滞
納
す
る
と
、
通
常
よ
り
有
効
期

限
が
短
い
被
保
険
者
証
が
交
付
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
合
せ

◇
横
浜
町
役
場

町
民
課

TEL
（
78
）
２
１
１
１
（
内
２
１
６
）

◇
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

TEL
０
１
７
(７
２
１
)３
８
２
１

町の面積…東西12㎞ 南北23㎞ 126.38㎢
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松
く
い
虫
被
害
は
、
マ
ツ
ノ
マ

ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
と
い
う
昆
虫
に

よ
っ
て
運
ば
れ
る
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
小
さ
な
線
虫
が

マ
ツ
の
木
に
侵
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
マ
ツ
が
枯
れ
る
伝
染
病

で
、
県
内
で
は
、
深
浦
町
と
南
部

町
で
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
は
、
カ

シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
と
い
う
昆

虫
が
運
ぶ
ナ
ラ
菌
に
よ
っ
て
ミ
ズ

ナ
ラ
や
カ
シ
ワ
な
ど
の
ナ
ラ
類
が

枯
れ
る
伝
染
病
で
、
県
内
で
は
弘

前
市
、
五
所
川
原
市
、
つ
が
る
市
、

鯵
ヶ
沢
町
、
深
浦
町
、
中
泊
町
で

継
続
的
に
被
害
が
発
生
し
て
い
る

ほ
か
、
令
和
５
年
度
は
、
新
た
に

青
森
市
、
平
内
町
で
被
害
が
発
生

し
て
お
り
、
被
害
の
拡
大
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
害
が
、
県
内
各
地

で
発
生
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
農

林
水
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
産

業
・
経
済
の
ほ
か
、
本
県
が
誇
る

自
然
景
観
な
ど
に
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
以
下
の
３
点
に
つ

い
て
住
民
の
皆
様
の
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

①
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
と
カ

シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
は
、
そ
れ















































ぞ
れ
マ
ツ
と
ナ
ラ
類
を
伐
採
し
た

際
に
発
生
す
る
臭
い
に
集
ま
る
習

性
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
昆
虫

の
活
動
期
(６
～
９
月
）
に
は
、
マ

ツ
と
ナ
ラ
類
を
伐
採
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

②
マ
ツ
丸
太
や
マ
ツ
苗
木
、
ナ
ラ

丸
太
を
被
害
地
か
ら
持
ち
込
む

と
、
松
く
い
虫
被
害
や
ナ
ラ
枯
れ

被
害
を
呼
び
込
む
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
県
内
の
未
被
害
地
の
も
の

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
松
く
い
虫
被
害
や
ナ
ラ
枯
れ
被

害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
葉
が
黄
色

に
変
色
し
た
り
、
枯
れ
た
マ
ツ
や

ナ
ラ
類
を
早
い
段
階
で
取
り
除
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
自
宅
の
庭
木

や
街
路
樹
、
山
林
な
ど
、
身
の
回

り
で
枯
れ
て
い
る
、
ま
た
は
枯
れ

か
か
っ
て
い
る
マ
ツ
や
ナ
ラ
類
を

見
つ
け
た
ら
、
役
場
産
業
振
興
課

又
は
上
北
地
域
県
民
局
林
業
振
興

課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

大
切
な
森
林
資
源
を
次
の
世
代

へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
ク

リ
ー
ン
・
ペ
ア
・
は
ま
な
す
で
は
、

次
の
と
お
り
会
計
年
度
任
用
職
員

を
募
集
し
ま
す
。





















































◆
任
用
期
間

任
用
開
始
日
（
令
和
６
年
４
月

１
日
以
降
）
か
ら
令
和
７
年
３
月

31
日
ま
で
（
勤
務
実
績
等
に
応
じ

て
再
度
の
任
用
を
行
う
場
合
あ

り
。）

◆
任
用
の
決
定

申
込
順
に
随
時
面
接
を
行
い
、

合
否
を
決
定
い
た
し
ま
す
。（
面

接
の
日
程
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。）

◆
募
集
期
間

随
時
受
付
。
定
員
に
達
し
た
時

点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

※
受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

◆
応
募
方
法

申
込
書
の
郵
送
又
は
持
参
。

◆
応
募
先

〒
０
３
９
‒
３
１
１
３

上
北

郡
野
辺
地
町
字
田
狭
沢
40
番
地
９

◆
入
園
対
象
児

満
１
歳
６
カ
月

か
ら
就
学
前
ま
で

◆
入
園
検
定

親
子
の
面
接
に
よ
り
行
い
ま
す
。

◆
学
費

幼
児
教
育
新
制
度
に
よ
り
全
額

補
助
さ
れ
ま
す
。

◆
幼
稚
園
の
特
典

・
通
園
は
す
べ
て
送
迎
バ
ス
に
よ

り
行
い
ま
す
。

・
制
服
、
園
か
ば
ん
は
す
べ
て
貸

与
さ
れ
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
―

特
色
教
育
補
助
制
度
事
業

◇
利
用
日

祝
祭
日
と
年
末
年
始

を
除
く
全
日

◇
利
用
時
間

午
前
８
時
～
午
後
５
時
（
居
残
り

は
平
日
午
後
０
時
30
分
～
午
後
５

時
）
※
時
間
は
要
相
談
。

・
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

・
土
曜
日
、
夏
季
・
冬
季
長
期
日

利
用
で
き
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
・
申
込
み

◇
横
浜
あ
さ
ひ
幼
稚
園

TEL
（
78
）
６
０
４
１

FAX
０
１
７
５
（
78
）
６
０
４
１

勤務先 定員 応募区分

クリーン・ペア・
はまなす ２名 技能区分

職務名 業務内容 勤務時間

運転技能員 リサイクル
業務 フルタイム

































令
和
６
年
度
の
横
浜
あ
さ
ひ
幼

稚
園
、
入
園
希
望
園
児
を
募
集
し

ま
す
。

◆
横
浜
あ
さ
ひ
幼
稚
園
の
教
育
目

標・
他
人
を
信
じ
る
心
を
培
い
、
未

来
社
会
の
よ
り
よ
い
社
会
人
と
し

て
の
基
礎
を
育
て
ま
す
。

・
幼
児
の
す
ば
ら
し
さ
を
発
見
し
、

育
て
、
活
か
す
指
導
を
生
活
の
基

本
と
し
ま
す
。

・
異
文
化
と
の
触
れ
合
い
を
行
い

ま
す
。








人
材












人
材





























◆
基
本
理
念

「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」

会
員
同
士
が
、
助
け
合
い
な
が
ら

仲
良
く
働
く
こ
と
を
通
し
て
喜
び

や
生
き
が
い
を
得
る
と
と
も
に
、

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
総
務
課

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集
担
当

宛

◆
そ
の
他

そ
の
他
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
、
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
㏋

内
の
公
募
要
項
を
ご
覧
に
な
る

か
、
直
接
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ

①
募
集
に
つ
い
て

◇
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
事

務
局
総
務
課

TEL
０
１
７
５
（
64
）
１
０
６
６

②
業
務
内
容
に
つ
い
て

◇
北
部
上
北
広
域
事
務
組
合

ク

リ
ー
ン
・
ペ
ア
・
は
ま
な
す

TEL
０
１
７
５
（
68
）
２
５
０
８

③
㏋
ア
ド
レ
ス

http://hokubukam
ikita.org

◆
募
集
職
務
名
及
び
業
務
内
容

町章… ｢よこはま｣の｢よ｣を図案化。大小の円は｢円満･団結･平和｣
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青
森
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は

無
料
職
業
紹
介
事
業
と
し
て
看
護

職
の
相
談
員
が
出
向
い
て
、
看
護

職
の
皆
様
の
お
仕
事
探
し
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日

４
月
10
日
・
５
月
８

日
・
６
月
12
日
・
７
月
10
日
・
８

月
14
日
・
９
月
11
日
・
10
月
９
日

（
全
日
程
水
曜
日
）

◆
場
所

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
む
つ

◆
時
間

午
後
１
時
～
午
後
４
時

ま
で
随
時
受
付

※
青
森
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
(青

森
市
)で
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま

で
、
来
所
・
電
話
・
メ
ー
ル
等
で

随
時
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ

◇
公
益
社
団
法
人
青
森
県
看
護
協

会

青
森
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

〒
０
３
０
‒
０
８
２
２

青
森
市

中
央
３
‒
20
‒
30

県
民
福
祉
プ

ラ
ザ
３
階

TEL
０
１
７
‒
７
２
３
‒
４
５
８
０

FAX
０
１
７
‒
７
３
５
‒
３
８
３
６

Mail
aom
ori@
nurse-center.net

地
域
社
会
に
参
加
・
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆
就
業
に
つ
い
て

当
セ
ン
タ
ー
が
家
庭
や
公
共
団

体
な
ど
か
ら
、
請
負
形
式
で
仕
事

を
引
き
受
け
、
そ
れ
を
会
員
に
提

供
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
生
計
の
維
持
を
目
的

と
す
る
よ
う
な
、
本
格
的
な
就
業

で
は
な
く
、
臨
時
的
か
つ
短
期
的

な
就
業
、
ま
た
は
そ
の
他
の
簡
易

な
業
務
と
な
り
ま
す
。

◆
入
会
に
つ
い
て

◇
横
浜
町
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

◇
事
業
の
理
念
、趣
旨
に
賛
同
し
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

◇
年
会
費
…
２
，
０
０
０
円

◆
入
会
説
明
会

◇
日
時

３
月
13
日
(水
)

午
前
９
時
30
分
～

◇
場
所

横
浜
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
（
旧
児
童
セ
ン
タ
ー

遊
戯
室
）

◆
お
問
合
せ

◇
横
浜
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
旧
児
童
セ
ン
タ
ー
内
）

TEL
（
72
）
１
０
４
５

（
事
務
局
：
若
佐
・
石
岡
）







る












る







」

成











」

成










公
益
財
団
法
人
み
ち
の
く
・
ふ

る
さ
と
貢
献
基
金
で
は
、
県
内
の

個
人
、
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
企

業
な
ど
が
地
域
の
発
展
や
地
域
貢

◆
募
集
人
数

15
人

◆
受
講
期
間
・
時
間

４
月
15
日
(月
)・
17
日
(水
)・
18

日
(木
)・
22
日
(月
)・
24
日
(水
)・

25
日
(木
)６
日
間
・
午
後
６
時
～

午
後
９
時

◆
募
集
締
切

３
月
27
日
(水
)

◆
受
講
場
所

む
つ
高
等
技
術
専
門
校

◆
受
講
料

授
業
料
１
，
６
０
０

円
※
指
定
す
る
テ
キ
ス
ト
は
各
自

準
備
（
２
，
０
９
０
円
）

◆
応
募
手
続

当
校
㏋
よ
り
受
講






「












「









学


験



習





学


験



習




」







」






申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
合
せ

◇
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

TEL
０
１
７
５
（
24
）
１
２
３
４

FAX
０
１
７
５
（
24
）
１
２
５
０










「













「










」













」







簿
記
、
経
理
、
企
業
経
営
・
会

計
等
の
基
礎
的
な
知
識
・
技
能
に

つ
い
て
訓
練
し
ま
す
。

◆
募
集
人
数

15
人

◆
募
集
締
切

４
月
５
日
(金
)

◆
受
講
期
間

４
月
24
日
(水
)～

７
月
23
日
(火
)

◆
受
講
資
格

公
共
職
業
安
定
所

に
求
職
申
し
込
み
を
行
っ
て
い
る

方
。
ま
た
、
離
職
者
等
で
職
業
に

必
要
な
技
能
及
び
知
識
を
習
得
し

よ
う
と
す
る
方
。

◆
応
募
手
続

受
講
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
最
寄
り
の
公

共
職
業
安
定
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
受
講
場
所

野
辺
地
町
内
の
民

間
訓
練
施
設
を
予
定
。

◆
受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

等
の
自
己
負
担
あ
り
）

◆
お
問
合
せ

◇
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

TEL
０
１
７
５
（
24
）
１
２
３
４
























成









成






鶏
沢
町
内
会
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
事

業
）
の
補
助
を
受
け
、
町
内
会
の

お
祭
り
等
で
使
用
す
る
神
輿
を
整

備
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

と
し
て
住
民
の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
推
進
と
、
健
全
な
発

展
を
図
る
と
と
も
に
、
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。






















」
を







」
を






３月は、
・後期高齢者医療保険料

第８期
・介護保険料 第８期

の納期限です｡

献
の
た
め
に
、
地
域
資
源
を
活

用
・
創
造
す
る
活
動
や
、
健
康
増

進
、
医
療
、
福
祉
、
環
境
に
関
連

す
る
活
動
に
対
し
、
必
要
な
経
費

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
受
付

４
月
１
日
(月
)～

５
月
31
日
(金
)ま
で
に
申
請
受
付

書
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
方
法

６
月
30
日
(日
)ま

で
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
助
成
金

必
要
経
費
以
内
で
、

１
０
０
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ

◇
公
益
財
団
法
人
ち
の
く
・
ふ
る

さ
と
貢
献
基
金
事
務
局

担
当

小
山
内
・
川
村

TEL
０
１
７
‒
７
７
４
‒
１
１
７
９

町章… ｢よ｣の先端 将来への限りない躍進･発展(昭和45年９月制定)
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大切人を
自死でくされた方へ
遺され人々には様々なこころの

問題が起きてきます。青森県では、
わかち合いの「つどい」や電話相談
等を実施しています。詳細は青森
県精神保健福祉センター（☎右記
に掲載）もしくは町健康みらい課
にお問い合わせください。

のくり講会のくり講会
生活の中で、ついイライラしたり、怒って後悔してしまったことはありませんか。
講演会では、怒りのメカニズムや、怒りと上手に付き合うコツ（アンガーマネジメント）を学びま

す。どなたでも、ぜひご参加ください。
テーマ：怒りと上手に付き合って、こころも体も健康に～アンガーマネジメント～
講 師：おこっぺヨガ 古畑 夏希 氏 (アンガーマネジメントベーシック取得)

◆日 時 ３月１４日（木）１３：３０～１５：００（受付１３：１５～）
◆場 所 菜の花にこにこセンター
◆持ち物 健康アップポイントカード（１００ポイント進呈）、健康手帳
◆申 込 ３月８日（金） 菜の花にこにこセンター（健康みらい課）

☎０１７５－７３－７７３３
～アンガーマネジメントとは～
1970年代にアメリカで生まれたとされる怒りの感情と上手に付き合うための心理教育、心理ト

レーニングです。
怒らないことを目的とするのではなく、怒る必要のあることには上手に怒れ、怒る必要のないこ

とは怒らなくて済むようになることを目標としています。（一般社団法人 日本アンガーマネジメ
ント協会ＨＰより引用）

こころの健康・悩み等に関する相談窓口

健康みらい課 ☎０１７５－７３－７７３３
平日８：１５～１７：００

青森県立精神保健福祉センター
こころの電話

☎０１７－７８７－３９５７
０１７－７８７－３９５８
平日９：００～１６：００

よりそいホットライン ☎０１２０－２７９－３３８
（２４時間）

あおもりいのちの電話 ☎０１７２－３３－７８３０
毎日１２：００～２１：００

＃いのちＳＯＳ
☎０１２０－０６１－３３８
木曜日 ６：００～２４：００
木曜日以外 ２４時間対応

ＳＮＳ相談
（右記を検索もしくは

ＱＲコードを読み取り）

生きづらびっと こころのほっ
とチャット

町の花…｢なの花｣ 町の鳥…｢浜チドリ｣ 町の木…｢つきけやき｣(昭和61年９月制定) 町の魚…｢横浜なまこ｣(平成４年12月制定)
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町民の誓い…青い海、緑と花を愛します(昭和50年９月制定)
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消 防 署 通 信
火事と救急・救助は119番

尊い命を救う為に、救急車の適正利用にご協力ください｡

【消防災害情報テレホンガイド番号変更のお知らせ】

「消防災害情報テレホンガイド」とは、野辺地町、横浜町、
六ヶ所村において火災及び救助出動（救急車は除く）などの
災害情報を、音声アナウンスにてお知らせするテレホンサー
ビスです。

新しいテレホンガイド番号 050-1808-6522
ガイダンス後、各町村の番号を押して消防災害情報の確認
ができます。

【野辺地町 ①番】【横浜町 ②番】【六ケ所村 ③番】
となります。

火災等の災害情報のお問い合わせにつきましては、「消防
災害情報テレホンガイド」を、ご利用していただきますよう
よろしくお願いいたします。

※問合先：北部上北広域事務組合消防本部
警防課 0175-64-0150

町民の誓い…健康な心と体をつくります(昭和50年９月制定)
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  の    の    の   駐在所
通 信

横浜駐在所
☎78-2110

～0の日報活動実施～～0の日報活動実施～
１月10日は、警察１１０番の日となってい
ます。
駐在所では、道の駅横浜などで、交通事故
防止や、特殊詐欺被害防止の広報活動を行っ
ています。
町のみなさんも十分注意しましょう。

～トラーのにを付よう～～トラーのにを付よう～
年明けから、町内を騒がせたトラク
ター泥棒は、無事、犯人を捕まえるこ
とができましたが、今後も泥棒に盗ま
れたりしないために、
鍵をつけっぱなしにしない！！
倉庫やシャッターには

きちんと鍵をかける！！
ということの徹底をお願いします。

～防災を全にしよう！～～防災を全にしよう！～
１月１日に石川県能登半島地震が発生しました。
青森県でも、東日本大震災の際に、３名の方が亡くなっていま
す。自然災害は、いつ、どこで発生するかわかりません。
日頃から、非常食や防災グッズを備えたり、避難場所を確認し
ておくなど、自然災害に備えるようにしましょう。

～横浜町で交事故発！！～～横浜町で交事故発！！～
横浜町内では、年明けから交通事故が多発しています。
特に、国道279号や下北縦貫道路上での通勤、通学や帰宅時間帯

に多く発生しています。
車を運転する皆さんは、交通事故を

起こさないように、安全運転を心がけ
るようよろしくお願いします。

『住民のまど』の掲載について
婚姻、出生に関して、広報への掲載を希望
される方は役場町民課へお申し出下さい。
おくやみ欄については、町民課窓口に届出
される際に、掲載の可否を確認しております。
また、休日届出等の場合は事前に役場へ連
絡をお願いします。

◎おくやみ申し上げます
中 嶋 清（７１）三号新町
森 川 晶 久（７０）鶏沢
十文字 良 子（７５）三保野
深 澤 勇次郎（９４）一号塚名平
大 関 テ ツ（９１）二号舘町

毎月１日は「県民交通安全の日」・15日は「高齢者交通安全の日｣

令和６年１月末の人身事故・物損事故発生状況

区分
令和６年 令和５年 前年比１月中(単月) １月末(累計) １月末(累計)

発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者
人身事故 2 0 2 2 0 2 2 0 2 ±0 ±0 ±0
物損事故 16 16 13 ＋3
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農業委員会定例総会のお知らせ
定例総会では、農地法に基づく審議、
及びその他の法令に基づく審議がされ
ます。次の定例総会の日程は以下のと
おりです。
◇定例総会日時 ４月１０日（水）

１３時３０分～
（・申請の締切日 ３月２２日（金））
※毎月農業者年金の相談受付を行っています｡

次の方から善意を頂きました。ありがと
うございました。
〇 横浜町郷土芸能保存会 様
新春郷土芸能発表会2024益金の一部

２０，０００円
寄付金として横浜町社会福祉協議会へ

町民の誓い…時間ときまりを守ります(昭和50年９月制定)
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○総総務課 ☎７８－２１１１

月の行事予定
1 金 第二ちどり保育園 ひなまつり会

ちどり保育園 ひな祭り会

2 土

3 日

4 月 ○健女性のためのヨガ教室

5 火 県立高校入試

6 水 ○福おひさまルーム
○児６年生を送る会

7 木 ○福貯筋教室

8 金 ちどり保育園 卒園式

9 土 第二ちどり保育園 卒園のつどい
横浜中学校 第19回卒業式

10 日

11 月 横浜中学校 交換休業日

12 火

13 水 ○福おひさまルーム

14 木 ○福貯筋教室、○健こころの健康づくり講演会、○健健康測定会
横浜中学校 イングリッシュデイ

15 金

16 土
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17 日

18 月 ○健離乳食教室

19 火 横浜小学校 第８回卒業式
○総人権相談

20 水 春分の日

21 木 ○福貯筋教室
○健Doors１口別相談会 ～22日

22 金

23 土 あさひ幼稚園 卒園式・終業式

24 日

25 月

26 火 第二ちどり保育園 お別れ会
横浜小・中学校 修了式・離任式

27 水 ○福おひさまルーム

28 木 ○福貯筋教室
○福民児協定例会

29 金

30 土

31 日

１/31 菜の花にこにこセンター 豆まき会
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チャーリー（オス）
ハッピー（メス）
「左がチャーリーで、右がハッピーです。写
真を撮ると目の色が違って見えてかわいいで
す。」

目
時
有
沙
ち
ゃ
ん

森
川
穂
渚
く
ん

森川太志さん（鶏沢）の
うに（メス ポメラニアン×コーギー）

「一目惚れして飼うことを決めました、おっ
とりでとってもかわいい３カ月の女の子で
す」

２/２ 横浜中学校立志式
（２年生）


